
 

授業科目 

授業番号： 322 担当者 船津 潤 

財政学 
授業外対応 講義前後，それ以外も随時(日時を調

整することがあるかもしれません

が，遠慮なく声をかけてください) 
〔履修年次〕 〔学期〕 〔単位〕 〔必修／選択〕 〔授業形態〕 

1,2年 後期 2単位 選択 講義方式 

テーマ及び概要 

【テーマ】財政に関する基本的な概念や理論，日本の基礎的な制度の内容，実態，特徴，課題

に対する理解を深めること 

【概要】テーマを踏まえて，基礎的な制度について，財政民主主義という財政制度の根幹，公

共部門と民間部門の関係，歴史的推移，グローバル化の影響を強く意識しながら講義を進めま

す。この講義で，マクロ経済学の理論等が実際にどのように政策に活用されているのか，また，

他の科目では触れることが少ない経済に対する政治の影響に関しても理解してもらえると思い

ます。 
 
【到達目標】財政制度を理解し、政府活動を評価できるようになる 

理論がどのように活用されているのか理解する 

財政の影響を踏まえて経済・社会の動向を把握できるようになる 

(1)テキスト 
(2)参考文献 

(1) なし 
(2) 金澤史男編著『財政学』有斐閣(2005 年) 

神野直彦著『財政学 第 3版』有斐閣(2021 年) 
関口祐司編著『図説 日本の財政 各年度版』財経詳報社 
 

授業 
スケジュール 

第 1回 ガイダンス：講義の目標，評価基準等の説明 
第 2回 財政(1)：財政の定義，財政学の特徴，政府に対する評価の揺れ等 
第 3回 財政(2)：市場の失敗，財政民主主義と制度化に必要な原則等 
第 4回 予算(1)：定義，役割，政府と議会の役割，予算原則等 
第 5回 予算(2)：予算の種類，特別会計と「埋蔵金」，改革の方向等 
第 6回 経費(1)：定義，主要な分類，経費膨張の法則，転位効果等 
第 7回 経費(2)：小さな政府論とサプライサイド・エコノミクス等 
第 8回 租税(1)：定義，租税の根拠，代表的な租税原則等 
第 9回 租税(2)：公平の基準，望ましい税制とは等 
第 10 回 公債(1)：定義，民間債務・租税との対比，公債の種類等 
第 11 回 公債(2)：財投債と財政投融資，2001 年度の改革，批判と今後の展望等 
第 12 回 公債(2)：日本の国債発行における原則，制度，「ギリシャよりひどい」は本当か等 
第 13 回 財政の国際化：国際公共財，国際的なODA 改革の動向等 
第 14 回 財政改革を考える：社会の変化と財政，財政危機とは，財政改革で求められる視点

等 
第 15 回 まとめ：講義を振り返りつつポイントの説明，試験についての説明等 

授業外学習 
(予習・復習) 

講義の前後に財務省のサイト等で関連事項について調べて検討すること，普段から経済・財政

関連のニュースに注目すること(できれば外国のメディアを含む複数，加えて日本関連だけでな

く，諸外国関連のニュースも)を勧めます(公務員試験を含む就職活動や四大への編入にも有意

義です)。そして，講義内容に直接関係しなくても，聞きたいことや議論したいことが出てきた

ら，遠慮なく声をかけてください。 

成績評価の方法 
筆記試験(80％)，小テスト(20％)を基本とし，アクティブラーニングでの発言内容で加点しま

す。小テストやアクティブラーニング等の詳細については 1 回目の講義(ガイダンス)で説明し

ます。 
実務経験について なし 

 




